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【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

2015・11　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

熱戦が繰り広げられました！
　和歌山県で 44 年ぶりとなる「第 70 回国民体育大会　紀の国わかやま国体」が 10 月 6 日に、また「第 15 回全国障害

者スポーツ大会　紀の国わかやま大会」が 10 月 26 日に、たくさんの感動を胸に残し、両大会が閉幕しました。

　今国体で和歌山県選手団は、天皇杯を獲得し、皇后杯は２位という素晴らしい成績を収めました。輝かしい栄光を勝ち

取るために、日々練習に練習を積み重ねてこられた選手や関係者の皆さんに心から敬意を表したいと思います。

　各競技会場は、連日、選手たちを応援する声援と熱気に包まれ、そこには笑顔と涙、そして感動があふれていました。

出場された選手はもちろん、ボランティアとして大会運営を支えて下さった市民ボランティアの皆さん、応援のぼり旗や

花いっぱい運動など歓迎装飾の制作にご協力いただいた小・中学生や関係者の皆さん・・・紀の国わかやま国体・大会の

スローガンである「躍動と歓喜、そして絆」を体感され、すべての人の心に残る大会になったのではないでしょうか。

　国体の成功に向けて支えてくださった市民の皆さん、関係者の皆さん、本当にありがとうございました。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　国体推進室☎ 62 ‐ 2141（内線 386）

ボランティアの皆さん



3　　広報いわで　2015・11 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

ボウリング競技（全種別）

ハンドボール競技（成年女子）

バドミントン競技（全種別）

熱い応援
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2015・11　広報いわで　　4【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

今 人権について
考えてみませんか？！

human rights

人
権
を
考
え
る

強
調
月
間
で
す

　

11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
は
「
人

権
を
考
え
る
強
調
月
間
」
で
す
。

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
は
、
最

も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
人
権
の
主
体
者
と
し
て
、
自
ら
の

人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
さ

ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自

分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
「
人
権
を
考
え
る
強

調
月
間
」
に
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
課

題
と
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
人

権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
催
や
街

頭
啓
発
活
動
等
を
重
点
的
・
集
中
的

に
展
開
し
ま
す
。
人
権
啓
発
推
進
委

員
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
の
他
の
関

係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
・
協
力
の

も
と
総
合
的
な
人
権
啓
発
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

○
テ
ー
マ　

　

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在

○
日
時　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～　

○
場
所　

岩
出
市
立
総
合
体
育
館

○
内
容

・
第
１
部 

　

小
・
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
第
２
部 

　

講
演　
「
一
緒
に
生
き
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
～
も
う
少
し
だ
け
強
く
、

優
し
く
～

○
講
師　

作
家
・
高
野
山
真
言
宗
僧

　
　
　
　

侶　

家い
え
だ田　

荘し
ょ
う
こ子　

氏

　
※
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問　

福
祉
課　
（
内
線
３
２
１
）

同
和
運
動

推
進
月
間
で
す

　

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は
「
同

和
運
動
推
進
月
間
」
で
す
。

　
「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ

国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
」

と
し
た
同
和
対
策
審
議
会
答
申
が
出

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
50
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に

最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
課
題
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
、
問
題
解
決
の
た
め

の
取
組
が
営
々
と
行
わ
れ
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
同
和
問
題
は
完

全
に
解
決
し
た
と
は
言
え
ず
、
今
な

お
差
別
に
苦
し
む
人
々
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
岩
出
市
で
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
で
は
、「
同
和
問
題
を

解
決
す
る
た
め
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、「
学

校
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
人
権
を
大

切
に
す
る
教
育
を
積
極
的
に
行
う
」

（
３
３
・
４
％
）「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
を
深
め
る
」（
３
３
・
２
％
）
な
ど

人
権
へ
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
項
目
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
一

日
も
早
い
同
和
問
題
の
解
決
を
目
指

す
た
め
に
、「
人
権
を
考
え
る
強
調

月
間
」
と
併
せ
て
効
果
的
な
啓
発
活

動
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。
ま

た
、
同
和
運
動

推
進
月
間
に
関

係
機
関
・
団
体

等
と
の
連
携
を

密
に
し
、
協
力

を
求
め
な
が

ら
、
集
中
的
に

各
種
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

岩出市市民意識

調 査 報 告 書（ 平

成 26 年度実施）

より抜粋

学校教育、社会教育を通して、人権を大切にする教育を積極的…

市民一人ひとりが、同和問題について、正しく理解を深める

学校や地域における人権教育・啓発活動を推進する

地域の人々がお互いに理解し交流を深める

そっとしておけば自然になくなる

自由に意見交換ができる環境づくりをすすめる

差別の実態を知らせる機会を増やす

同和問題に係る相談・支援体制を充実させる

わからない

同和問題の理解不足につけ込んだ「えせ同和行為」を排除する

住宅環境や生活環境をよくする

教育水準を高めるよう支援する

その他

特にない

無記入



5　　広報いわで　2015・11 【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

▲根来小学校

人
権
の
花
運
動

審
査
結
果

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の

小
学
校
を
対
象
に
毎
年
「
人
権
の
花

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
県
内
１
１
７
校
か
ら
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

優
秀
賞　

根
来
小
学
校

　
　
　
　

中
央
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
小
学
校

　
　
　
　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　

岩
出
小
学
校

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
職
場
に
お
け
る
性
的

嫌
が
ら
せ
等
の
女
性
を
め
ぐ
る
各
種

の
人
権
相
談
に
つ
い
て
、
法
務
局
職

員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

○
期
間　

　

11
月
16
日
（
月
）
～
22
日
（
日
）

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

問　

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

11 月は児童虐待防止推進月間です
平成 27 年度「児童虐待防止推進月間」標語

　『「もしかして」　あなたが救う　小さな手』

○児童虐待とは
・身体的虐待

　殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけど

　を負わせる、溺れさせるなど

・性的虐待

　性的行為の強要、性器や性行を見せる、ポルノグラ

　フィの被写体にするなど

・ネグレクト

　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす

　る、自動車の中に放置する、保護者以外の同居人に

　よる虐待を放置するなど

・心理的虐待

　言葉による脅し、無視、兄弟間差別扱い、子どもの

　面前で配偶者やその他の家族などに対し暴力をふる

　うなど

　児童虐待を防止するにはまず相談を

○「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたとき
　あなたの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」

がいたら、すぐに市役所の窓口や児童相談所などに連

絡（通告）してください。通告は子どもを守るための

ものです。

　連絡をした人が特定されないように、秘密は守られ

ます。また、連絡をした後で、虐待でないとわかって

も、連絡をした人に罰則はありません。

○虐待を受けているとき
　例えば・・・

　家族のだれかにいやなことを言われたり、いやなこ

とをされたり、お腹がすいても食べるものがなかった

り、たたかれたり殴られたりしていやな思いをしてい

たら。

○子育てについて不安を持っているとき
　例えば・・・

　自分だけがうまく子育てできていない、助けてくれ

る人がいない、子どもの行動が気に入らない、この子

がいなかったら、などと思ってしまい自分を追いつめ

ていたら。

〈相談窓口〉
子育て支援課  家庭児童係☎ 62 ‐ 2141（内線 337）

岩出市総合保健福祉センター☎ 61 ‐ 2400

和歌山県子ども・障害者・女性センター　

☎ 073 ‐ 445 ‐ 5312

▲中央小学校
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2015・11　広報いわで　　6

トピックス

【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう

岩出市観光協会☎ 62-7101

第 18 回紀州根来寺かくばん祭り
　紀州根来寺かくばん祭りは、多くの方に岩出の歴史、

根来寺と周辺の歴史・文化に興味を持っていただき、体

験していただくため、根来寺開祖の「かくばん上人」の

お名前をいただき、開催するものです。

○日時　11 月 21 日（土）

　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分

　　　　（雨天時変更あり）

○場所　根来寺境内

○内容　民俗芸能・鉄砲隊の演武など

　　　　各種体験コーナーとして根来塗・ねごろ山散策

　　　　ウォーク・語り部ツアーなど

※体験コーナー、ツアーなどは参加無料。当日の申込み

が必要です。

岩出市観光協会☎ 62-7101　岩出市まちづくり協会☎ 62-7106

秋の根来ウォークを開催します
　紅葉の里「根来寺」を語り部と一緒に散策しませんか？

～ノルディックウォーク体験 同時開催～

○日時　11 月 28 日（土）　午前 9 時 30 分 出発　　

○場所　ＪＲ岩出駅 集合

※小雨決行 （雨天中止の場合は、ＪＲ岩出駅構内貼紙に

て連絡）

○予定コース（歩程：約 11 ｋｍ）

　ＪＲ岩出駅→上岩出神社（白山神社）→県緑花センター 

（昼食）→根来寺散策（語り部による解説）→根来地区（旧

西坂本門前町）→ＪＲ岩出駅（午後 3 時 30 分頃解散予定）

　※休憩は適宜行います。昼食はご持参ください。

○参加費　無料

　ただし、根来寺拝観料（500 円）・緑花センター入園

料（260 円）については自己負担となります。

　※ノルディックウォーク用ストック貸出中！ご希望の

方はレンタル料（一組 300 円）が必要です。

　（ノルディックウォークとは、2 本のストックを使っ

たウォーキングです。）※事前申込みが必要です。

　氏名・住所・連絡先をＴＥＬ、ＦＡＸまたはハガキに

て、岩出市観光協会までご連絡ください。折り返し、参

加証をお送りします。

　ノルディックウォーク体験ご希望の方は、申し込み時

にお申し出ください。

○事前予約受付締切　11 月 13 日（金）

表  　彰

【叙位・叙勲】　正六位・瑞宝双光章

（故）　三
み き

木　理
ま さ お

夫 （教育功労／元　公立中学校長）

故人のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。

（敬称略）



7　　広報いわで　2015・11 【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

民俗資料館☎ 63-1499　

秋季企画展「鉄砲展」
〈秋季企画展〉
○展示内容　

　津田監物によって紀州（根来）に伝わった鉄砲の歴史

　や構造などを参考文献によって紹介します。また、根

来鉄砲隊所蔵の火縄式鉄砲・鉄砲用具・写真パネルなど

の展示を行います。

○展示場所　民俗資料館　１階　企画展示室

○展示期間　11 月１（日）～ 11 月 30 日（月）

　　　　　　午前９時～午後５時

※資料館への入館は、午後４時 30 分まで。

※休館日は、10 日（火）、17 日（火）、24 日（火）

〈講演会〉
○日時　11 月 15 日（日）午後１時 30 分から

○場所　民俗資料館　２階　大会議室

○演題　「紀州と鉄砲」

○講師　和歌山市立博物館統括学芸員

　　　　太
お お た

田　宏
こういち

一　氏

※入場料は、無料です。

教育総務課☎ 62-2141　

学校へ行ってみませんか
　岩出市では、市民の教育に対する関心と理解を深め、

学校、家庭及び地域社会が連携して次代を担う子どもを

育てるとともに、市民一人ひとりが生涯にわたって自ら

が学びあえる土壌を育成することをめざし、平成 22 年

に 11 月を「岩出市学び月間」、11 月の第 1 土曜日を「岩

出市学びの日」と定めています。

　「岩出市学び月間」「岩出市学びの日」には、岩出市文

化祭を行う他、様々な行事を予定しています。また、各

小中学校では、次のような日程で授業公開等の学校開放

を行っています。保護者や市民の皆さまに学校へお越し

いただき、学校や子どもの様子をじかにご覧になってい

ただきますようお願いします。なお、詳細については、

各学校にお問い合わせください。

学校名 実施期間 主な内容

岩出小学校
11月2日（月）～11月30日（月） 授業及び学校生活の公開
11月10日（火） 授業参観・教育講演会
11月24日（火） 岩小まつり・那賀高等学校との交流会

山崎小学校 11月13日（金） 授業参観及び学校生活の公開､音楽鑑賞会（保護者とともに）

山崎北小学校
11月9日（月）～11月11日（水） 授業及び学校生活の公開
11月11日（水） 授業参観、学級懇談会
11月14日（土） 山北学園祭

根来小学校

11月2日（月）～11月6日（金） 授業及び学校生活の公開（２限～全学級）
11月2日（月） 「民話・伝承などの学び」（3限　低学年）
11月4日（水） 「民話・伝承などの学び」（2限　中学年、3限　高学年）
11月6日（金） 授業参観（５限　全学級）「民話・伝承などの学び」（6限　全学級）

上岩出小学校
11月10日（火） 授業及び学校生活の公開
11月11日（水） 授業参観、学級懇談会

中央小学校
11月2日（月）～11月6日（金） 授業及び学校生活の公開
11月17日（火） 授業参観、教育講演会（ｅ－ネット安心講座　全保護者対象）

岩出中学校

11月2日（月）～11月30日（月） 授業・学校生活及びクラブチーム活動の公開
11月3日（火・祝） 育友会主催「リフォーム大作戦」校内美化活動
11月4日（水） １・２年生授業参観・３年生進路説明会
11月12日（木） 総合文化祭

岩出第二中学校

11月2日（月）～9日（月） 授業・学校生活及びクラブ・チーム活動の公開
11月2日（月）、4日（水） 感動祭
11月9日（月） １・２年生授業参観、３年生進路説明会
12月19日（土） 親子餅つき会
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子育て支援課  子育て支援係☎ 62-2141（内線 325・338）

平成 28 年度保育所（園）等
利用申込受付〈一次募集〉

〈申込書配付及び受付日程〉
○申込書について　次の場所で配布中です。

　・各保育所（園）・こども園

　・岩出市役所　子育て支援課

○申込書の受付について
　平成 28 年 4 月から、保育所等へ新規利用を希望する

方のみ右記の日程で受付を行います。

○受付時間
　・時間　午前 9 時～午後 4 時

　　必ず第 1 希望の施設に入所（園）予定児童と一緒

にお越しください。

○対象児童
　平成 28 年 4 月 2 日時点で生後 6 週以上から小学校就

学前まで。

和歌山県地方税回収機構☎ 073-422-3630

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
おひさま

6
岩出

7

8 9
しらゆり

10 11
山崎

12 13
山崎北

14

15 16
根来

17 18
さくら

19 20
上岩出

21

22 23 24
つくしの里

25 26
市役所

27
市役所

28
市役所

29 30

【申込受付日程と場所】

トピックス

※上記の日程以外での受付は行いません。

※幼稚園の利用を希望する方は、施設へ直接問い合わせ

ください。

　詳細は、案内または市ウェブサイトをご覧ください。

和歌山市町村合同公売会を開催します
　税の公平性と税収確保のため、滞納者から差し押さえ

た家電、雑貨などの公売会を行います。公売で落札され

た動産の買受代金は、滞納者の未納税金などの支払に充

てられます。

　どなたでも参加することができますので、多数の方の

ご来場をお待ちしています。

○日時　11 月 28 日（土）

　　　　受付　午前 11 時～午後 1 時

　　　　（物品閲覧：午後 1 時まで）

　　　　入札　午後 1 時～ 1 時 20 分　

○場所　海南スポーツセンター　体育館　

　　　　（海南市船尾 260 番地 3）

○問い合わせ先
　和歌山県地方税回収機構　☎ 073 ‐ 422 ‐ 3630  　

　http://www.w-zeikaisyu.jp

　岩出市役所　税務課　納税係　 ☎ 62 ‐ 2141

　　　　　　　　　　　　（内線：151 ～ 153）
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特定健診の受診期間がまもなく終了します
　平成 27 年度の特定健診は、まもなく受診期間が終了

します。

　

　まだ受診されていない方は、今月末まで無料で受診で

きますので、実施医療機関（ウェブサイト参照）へご予

保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141　（内線 191）

40 歳以上の岩出市国民健康保険ご加入の方へ

約のうえ、受診してください。

　また、本市国民健康保険に新たに加入された方で、特

定健診の受診を希望する対象者の方にも「受診券」を発

行していますので、保険年金課の窓口・電話にてご相談

ください！（受診券を紛失された方も、ご相談くださ

い。）

今年度は 11 月 30 日（月）までです。

ジェネリック医薬品を利用しましょう
保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141　（内線 188）保健医療係（内線 183）

○ジェネリック医薬品のポイント
　開発コストが少ないので、新薬よりも安価に製造でき

ます。また、国の厳格な審査を受け、新薬と効き目や安

全性が変わらないと認められてから販売されますのでご

安心ください。

○ジェネリック医薬品を処方してもらうには
　医師又は薬剤師にご相談ください。直接伝えにくい場

合は、右記のような「ジェネリック医薬品希望カード」

を医療機関等の窓口に掲示してください。

　「ジェネリック医薬品希望カード」が必要な方は、保

険年金課、総合保健福祉センター、各公民館に設置して

いますのでご利用ください。

○ジェネリック医薬品の注意点
　すべての薬にジェネリック医薬品があるわけではあり

ません。また、ジェネリック医薬品に変えても自己負担

額が新薬とほとんど変わらない場合もありますのでご注

意ください。

◀
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

希
望
カ
ー
ド

資源ごみの分別に
生活環境課☎ 62-2141　（内線 186）

　岩出市では、資源ごみの分別としてその他のプラス

チック類、紙類（新聞、雑誌・チラシ、段ボール、紙パッ

ク）、ペットボトル、衣類に分類しています。

　しかしながら、燃えるごみの中にはまだまだその他の

プラスチック類が混入して出されています。その他のプ

ラスチック類は、きちんと分別すれば、「ごみ」ではな

く「資源」としてリサイクルされます。分別により、ご

みの減量化・再資源化にご協力をお願いします。

○その他のプラスチック類ってどんなもの？

ご協力ください
　主に　　　（プラマーク）の入っているもので、例

えば次のようなものがあります。

　主に　　　（プラマーク）の入っているもので、例

ボトル類 ポリ袋・フィルム類 パック類

キャップ類 カップ類 緩衝材類トレイ類

　これらは「ごみ」ではなく、「資源」です。

　捨てる前にプラマークがあるか確認して、分別して

出しましょう！

受診は
お早めに！

～その他のプラスチック編～
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岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

税
・
料
金

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
　
　

11
月
11
日
か
ら

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に

租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に

対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
一
年
を
通
じ
て
租
税
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
様
々
な
広

報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
テ
ー
マ
は
、「
税
の
役
割
と

税
務
署
の
仕
事
」
と
い
た
し
ま
し

て
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
適
正
・
公
平

な
課
税
及
び
徴
収
の
実
現
に
向
け
た

国
税
庁
の
取
組
を
ご
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「w

w
w

.nta.go.jp

」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　

粉
河
税
務
署
☎
73
‐
３
３
０
１

年末調整説明会のご案内

　平成 27 年分の年末調整の仕方、法定調書の作成方法等についての説

明会を以下のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。なお、

説明会では、年末調整における前年からの変更点をはじめ、平成 27 年

度税制改正事項、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）のうち源

泉所得税及び法定調書に関係する事項についてもご説明します。

開催日時 開催場所 対象者
11月26日（木）

午後1時30分～3時30分

かつらぎ総合文化会館AVホール

伊都郡かつらぎ町丁ノ町2454

橋本市の方

伊都郡の方
11月27日（金）

午後1時30分～3時30分

岩出市立市民総合体育館小ホール

岩出市荊本63-2

紀の川市の方

岩出市の方

＊各説明会場を地域でご案内しておりますが、いずれかご都合の良い会

　場に出席していただいても構いません。

問　粉河税務署　　☎ 73 ‐ 3301（代）

　　＊音声案内に従って、「2」をダイヤルしてください。　　

　　粉河納税協会　☎ 73 ‐ 2466

11
月
・
12
月
は
「
滞
納

整
理
強
化
月
間
」
で
す

　

市
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
。
市
で
は
、
納
期

内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保

ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、

11
月
・
12
月
を
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
て
税
収
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ
き
税

金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
金
を
滞
納
し
た

ま
ま
放
置
す
る
と
、
法
律
に
基
づ
き

滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、
強

制
的
に
給
与
や
不
動
産
な
ど
の
財
産

の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
相
談

　

滞
納
は
、
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
昼
間
、
仕
事
の
都
合
等
で
市
役

所
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
電
話
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）



11　　広報いわで　2015・11

くらしの情報

11 月 30 日（月）です。

■後期高齢者医療保険料第 5 期
■国民健康保険税第 6 期
■第 1 号被保険者 　（65 歳以上）
    介護保険料 第 6 期 普通徴収

納   期   限

11 月夜間納税相談日
12 日（木）・26 日（木）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで
窓口　保険年金課

　

会
社
や
個
人
で
、
工
場
や
商
店
な

ど
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
や
駐
車
場

や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い

る
構
築
物
、
機
械
、
備
品
等
を
「
償

却
資
産
」
と
い
い
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

岩
出
市
内
で
償
却
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
（
個
人
・
法
人
）
は
、

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の

状
況
を
平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成

27
年
中
に
新
規
に
事
業
を
開
始
さ
れ

た
方
な
ど
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
種
申
請
書
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
先
は
岩
出
市
役
所
の

税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
な
り
ま

す
。
直
接
ま
た
は
郵
送
で
窓
口
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）」
に
よ
る
電
子
申
告
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
資
産
対
象
の
例

・
看
板
、
電
気
設
備
（
太
陽
光
発
電

　

設
備
含
む
）、機
械
（
土
木
・
建
設
・

　

医
療
用
な
ど
）

・ 

机
、椅
子
、ロ
ッ
カ
ー
、パ
ソ
コ
ン
、

　

電
話
機
、
金
庫
、
エ
ア
コ
ン
や
暖

　

房
機
の
備
品
な
ど

※
償
却
資
産
は
、
取
得
価
額
を
も
と

に
、
取
得
後
の
経
過
年
数
に
応
ず
る

価
値
の
減
少
（
減
価
）
を
考
慮
し
て
、

平
成
28
年
度
の
償
却
資
産

の
申
告
に
つ
い
て

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

評
価
し
ま
す
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

こ
ん
な
と
き
は
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

　

な
ど
を
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の
登

　

記
を
さ
れ
な
い
と
き
。

・
併
用
住
宅
な
ど
で
、
居
住
部
分
の

　

割
合
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

・
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
宅
地
を
所

　

有
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
住
宅
用

　

地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
へ
又
は
住

国
民
健
康
保
険
高
額
療

養
費
の
給
付
に
つ
い
て

　

１
个
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
窓

口
負
担
額
が
一
定
額
（
自
己
負
担
限

度
額
）
を
超
え
た
場
合
、
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
て
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
分

が
、
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し

さ
れ
ま
す
。
申
請
の
際
は
、領
収
書
、

印
鑑
、
保
険
証
、
世
帯
主
名
義
の
通

帳
を
お
持
ち
の
う
え
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
っ
た
方
に
は

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

　

入
院
や
外
来
で
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と

で
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
こ
の
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申
請
に

は
、
保
険
証
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
７
６
・
１
９
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
特
別
徴
収
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
可
能
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年

金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
か
つ

介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
原
則
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
し
出
に
よ
り
納
付
方
法

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
保
健
医
療
係
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
預
金
通
帳　

・
通
帳
の
届
出
印

※
手
続
き
後
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ

れ
る
ま
で
数
个
月
か
か
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
で
口
座
振
替
の
申
込
を

先
に
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
　
　
（
内
線
１
８
３
）

便
利
な
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

を
始
め
ま
し
ょ
う

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
あ
る
い
は
税

理
士
事
務
所
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
地
方
税
の
手
続
が
で
き
、

複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
を

ま
と
め
て
一
度
に
送
信
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
科
目

・
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書
、  

  

特
別
徴
収
関
連
手
続
）

・
法
人
市
民
税　

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

問　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

　
　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
http://w

w
w

.eltax.jp/

　

宅
用
地
以
外
か
ら
住
宅
用
地
へ
変

　

更
さ
れ
た
と
き
。

・
岩
出
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

　

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

・
一
定
期
間
海
外
へ
転
出
さ
れ
る
と
き
。

・
固
定
資
産
が
災
害
等
に
よ
り
著
し

　

い
被
害
に
あ
っ
た
と
き
。

※
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年

１
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

11
月
30
日
は

　
「
年
金
の
日
」
で
す
！

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nenkin.go.jp/

）

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
和
歌
山
東

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

和
歌
山
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
３
‐
４
７
４
‐
１
８
４
１

上
下
水
道
料
金
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て

お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
は
、
給
水
の
停
止
、

ま
た
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督
促

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）

健
康
・
介
護

「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」

で
感
染
症
を
予
防
し
よ
う

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ

め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す

る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
て
、
冬
の
感
染
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

○
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

・
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
手
洗

　

い
と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
十
分
な

　

睡
眠
は
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る

　

た
め
に
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
の
生

　

活
に
注
意
し
て
体
調
を
整
え
ま
し

　

ょ
う
。

・
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、
の
ど
の
粘

　

膜
の
防
衛
機
能
は
低
下
し
ま
す
。

　

部
屋
の
湿
度
は
50
～
60
％
に
保
つ

　

と
効
果
的
で
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
、
人

　

混
み
へ
の
外
出
は
控
え
、
外
出
時

　

は
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
も
感
染
予

　

防
方
法
と
し
て
有
効
で
す
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を

　

お
お
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
症
状

　

が
あ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
し
て

　

し
ぶ
き
な
ど
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

11月　休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院く　 
　ださい。
※当番医が急に変更になる場合があります。
　電話が通じないときは消防署（☎ 61-1791）　
　にお問い合わせください。

日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
1 日 清瀧歯科医院 紀の川市花野117 77-6161
3 火 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山277-176 64-7234
8 日 たかぎ歯科医院 岩出市水栖11-10 63-0416

15 日 オリーブ歯科 紀の川市粉河837-2 73-6369
22 日 はぎはら歯科 紀の川市貴志川町長原102 64-8850
23 月 佐野歯科医院 紀の川市豊田85 77-0170
29 日 水崎歯科医院 岩出市宮67-4 62-9898

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

○
助
成
期
間　

　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希 

　

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

○
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料
（
協
力
医
療
機
関
以
外
で

接
種
す
る
場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ

て
は
自
己
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。）

○
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。「
妊
婦
の

夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認
書

類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
上
、

接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種
者

名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の

記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名
義

の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
の

夫
の
み
）、
認
印
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
提
出
期
限
は
平
成
28
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０
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◇成人検診

○がんセット検診（事前申込された方）
・日時　2 日（月）、6 日（金）、9 日（月）

　　　16 日（月）、19 日（木）

  受付   午前 8 時 30 分～ 10 時 30 分

○乳がん検診（事前申込された方）
・日時   6 日（金）、9 日（月）

   受付   午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

◇献　血

14 日（土）　（株）オークワミレニア

　　　　　　シティ岩出店

　　　午前 10 時～ 11 時 45 分

　　　午後 1 時～ 4 時 30 分

21 日（土）　根来寺（かくばん祭り）

　　　午前 9 時 30 分～正午

　　　午後 1 時～ 4 時

　　　　問　保健推進課☎ 61 ‐ 2400

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

歯し

あ
わ
せ
健け
ん
こ
う口

教
室
の

参
加
者
募
集

　

岩
出
市
で
は
、
口
の
健
康
に
つ
い

て
学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
3
日
（
木
）、
12
月

　

10
日
（
木
）
の
全
２
回

　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　

1
階　

大
会
議
室

○
対
象
者　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
要
支
援
・

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

○
定
員　

20
名
（
応
募
者
多
数
の
場

　

合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。）

○
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
講
義
や

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン

　

グ
指
導
、
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な

　

口
腔
体
操
の
紹
介
と
実
践
。

○
参
加
費　

無
料

○
受
付
期
間

　

11
月
2
日（
月
）～
11
月
20
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

※
申
し
込
み
は
電
話
に
て
受
付
し
ま

す
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険 

　

係
（
内
線
１
９
５
）

環
境
・
エ
コ

平
成
27
年
度
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金

　

生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

11
月
16
日
～
12
月
28
日

○
補
助
金
額

５
人
槽　
　
　

３
３
２
︐
０
０
０
円

６
～
７
人
槽　

４
１
１
︐
０
０
０
円

８
～
50
人
槽　

５
１
９
︐
０
０
０
円

○
応
募
条
件

・
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

　

設
置
さ
れ
る
方
。（
浄
化
槽
を
埋

　

設
す
る
と
き
は
、
市
の
立
会
が
必

　

要
。）

・
岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

　

る
方
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
後
速
や

　

か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る
方
。

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
︒

・
法
律
に
基
づ
く
確
認
ま
た
は
設
置

　

の
届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

　

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

・
補
助
事
業
の
期
間
内
に
浄
化
槽
を

　

設
置
で
き
な
い
者
。

・
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化
槽

　

付
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）
を

　

建
築
す
る
者
。

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
賃
貸
人

　

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者
。

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

　

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
2
分
の
1

　

未
満
の
場
合
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に 

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
の
方
へ

○
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
定
期
的
に

保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検

は
、
原
則
、
和
歌
山
県
知
事
の
登
録

を
受
け
た
専
門
の
登
録
業
者
に
委
託

し
ま
し
ょ
う
。

○
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１

回
（
新
た
に
設
置
ま
た
は
構
造
及
び

規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
使
用
開
始
後
３
个
月
経
過
し
た

日
か
ら
５
个
月
の
間
に
１
回
）
水
質

に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
や
料
金
等

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー
☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐

６
４
３
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
清
掃

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

放
っ
て
お
く
と
、
浄
化
す
る
能
力
が

低
下
し
、
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域

が
汚
濁
さ
れ
ま
す
の
で
、
清
掃
を
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
毎
年

１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
許
可
業
者
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）
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地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
90
回

家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖

化
対
策

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
     4日・18日

（第１・３水曜）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
   11日・25日

（第２・４水曜）
毎週木曜日

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

11 月の不燃物と資源ごみの回収予定日 【
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時

 　
　
　
　

  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
の
「
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中
に
粗

大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー

ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」
に
は

毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の

布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意

　

当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
0
8
1
4

　

近
年
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で

家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

増
え
て
い
ま
す
。

○
原
因

　

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
電
気
製
品
や
自
動
車
の
使
用
。

　

電
気
製
品
や
自
動
車
を
使
用
す
る

と
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
増
え
ま
す
。

○
対
策

①
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を
考
え
て

　

購
入
す
る
。

②
消
費
電
力
の
少
な
い
も
の
や
燃
費

　

の
良
い
も
の
を
選
択
す
る
。

③
使
い
方
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
こ

と
で
、
省
エ
ネ
が
可
能
に
！

（
例
）
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
（
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む
）
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
ご
み
袋
を
配
布
し

て
い
ま
す

　

岩
出
市
内
の
道
路
、
河
川
、
公
園

等
の
公
共
区
域
の
清
掃
を
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
は
、

市
役
所
に
て
事
前
に
申
請
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

用
（
黄
色
）
の
ご
み
袋
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
清
掃
後
に
余
っ

た
ご
み
袋
は
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
対
象
と
な
る
団
体

　

区
・
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

　

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
営
利
を
目

　

的
と
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

な
ど
。

○
申
請
受
付

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

ト
ッ
プ
な
ど　

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

募　

集

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
に

つ
い
て

○
会
員
に
な
る
た
め
に
は

　

高
齢
に
よ
り
現
役
を
引
退
さ
れ
た

概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
働
く
意
欲

の
あ
る
健
康
な
方
（
岩
出
市
在
住
）

※
入
会
希
望
の
方
は
随
時
事
務
局
へ

お
越
し
い
た
だ
き
、
手
続
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

○
入
会
費

　

年
間
２
︐
０
０
０
円

○
損
害
保
険

　

団
体
傷
害
保
険
に
よ
る
補
償

○
配
分
金

　

仕
事
に
対
す
る
対
価
は
配
分
金
と

し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
☎
63
‐
１
１
４
３

岩出市職員採用試験を実施します！
○募集区分
　・技師（土木）　　　　　　　　　　　　　  ２名

　・身体障がい者を対象とした一般事務職　　１名

○受付期間
　・持参　11 月 2 日（月）～ 11 月 13 日（金）

　　　　　（平日　午前 9 時～午後 5 時）

　・郵送　11 月 13 日（金）までの消印有効

○試験日・場所
　・一次試験（筆記）

　　12 月 13 日（日）　岩出市役所

　・二次試験（作文・面接・適性試験（筆記）※）

　　試験日及び試験場所は一次試験合格者に通知し

　　ます。

　　※身体障がい者を対象とした一般事務職につい

　　　ては作文・面接

○受験資格（詳しくは受験案内をご覧ください）

〈技師（土木）〉

　土木の専門課程（準じる課程を含む）を修了した

方又は平成 28 年 3 月末までに修了見込みの方

㋐大学卒（平成 28 年 3 月卒業見込含）の方で昭和

　58 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに生ま

　れた方

㋑短大卒（平成 28 年 3 月卒業見込含）の方で昭和 

　60 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日までに生ま

　れた方

〈身体障がい者を対象とした一般事務職〉

　次の①から③のすべてに当てはまる方

①身体障害者福祉法第 15 条に定める身体障害者手

　帳の交付を受けている方。ただし、自力（車イス

　などを含む）により通勤ができ、かつ、介護者な

　しに週 38 時間 45 分の職務の遂行が可能な方

②活字印刷文又は、点字による出題に対応できる方

③昭和 58 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日まで

　に生まれた方で高校卒業程度以上の学力を有する

　方

※地方公務員法第 16 条（欠格条項）の規定に該当

する方は受験できません。

○試験案内の配付
　岩出市役所総務課で配付します。また、岩出市ウェ

ブサイトからも、試験案内一式のダウンロードがで

きます。

　郵送で試験案内を請求する場合は、人事係までお

問い合わせください。

申・問
　岩出市役所　総務課　人事係

　☎ 62 ‐ 2141（内線 129）

平成 28 年度採用
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

講
座
・
催
し

ふ  

れ  

あ  

い  

学  

級

○
教
養
講
座

　
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
消

　

費
生
活
」　

○
講
師　

和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
職
員

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
根
来
学
園

　

日
付　

11
月
11
日
（
水
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
13
日
（
金
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

11
月
16
日
（
月
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

11
月
20
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
25
日
（
水
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

方問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
３
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
平
成
28
年

4
月
採
用
の
高
等
工
科
学
校
生
徒
募

集
を
行
い
ま
す
。

〈
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受
付
〉

○
受
験
資
格

　

中
卒
（
見
込
含
）
15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
男
子

○
受
付
期
間

　

11
月
1
日
（
日
）
～

　
　
　

平
成
28
年
1
月
8
日
（
金
）

○
試
験
日

　

１
次
試
験　

1
月
23
日
（
土
）   

○
合
格
発
表

　

１
次
試
験　

1
月
29
日
（
金
）

※
合
格
者
に
は
、
２
次
試
験
の
ご
案

内
を
通
知
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

〈
推
薦
採
用
試
験
〉

○
受
付
期
間

　

11
月
1
日（
日
）～
12
月
4
日（
金
）

問　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９

　
（
平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

成　

人　

講　

座

○
歴
史
講
座

　
「
資
料
か
ら
見
た
姫
路
城
」

○
講
師　

姫
路
市
立
城
郭
研
究
室

　
　
　
　

係
長　

工く
ど
う藤　

茂し
げ
ひ
ろ博　

氏

○
日
時　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
３
）

「
民
話
・
伝
承
な
ど
の
学

び
」
開
催
に
つ
い
て

　

岩
出
市
に
は
、
古
く
か
ら
語
り
継

が
れ
て
き
た
民
話
な
ど
の
伝
承
文
化

が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
文

化
の
「
語
り
」
を
と
お
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
場
所　

根
来
小
学
校
体
育
館

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問　

生
涯
学
習
課  

文
化
財
係

　
　
（
内
線
２
８
６
）

日時 内容
11月2日（月）　
午前10時30分～11時15分

童謡、日本の昔話、岩出の昔
話、根来の子守唄

11月4日（水）
午前9時30分～10時15分

童謡、二胡伴奏、日本の昔話、
岩出の昔話、根来の子守唄

11月4日（水）
午前10時30分～11時15分

童謡、二胡伴奏、日本の昔話、
岩出の昔話、根来の子守唄

11月6日（金）
午後2時40分～3時40分

朗読劇「住蛇ヶ池の花嫁」、童
謡・民謡、根来の子守唄

第
11
期
岩
出
市
と
き
め

き
交
通
大
学
学
生
募
集

　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
毎
月

１
回
、
参
加
体
験
型
の
交
通
安
全
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

岩
出
市
在
住
の
年
齢
65
歳

　

以
上
の
方

○
募
集
定
員　

25
名

○
募
集
期
間

　

平
成
28
年
２
月
末
日
ま
で

○
参
加
費　

無
料
で
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め

切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課  

交
通
防
犯
係

　
　
（
内
線
１
２
６
）
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くらしの情報

男
女
共
同
参
画
推
進
講

座
参
加
者
募
集

○
タ
イ
ト
ル

　
「
男
ら
し
さ
」、「
女
ら
し
さ
」
か

ら
「
自
分
ら
し
さ
」
へ

○
日
時　

11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

　
　
　
　
（
開
場
12
時
30
分
）

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

○
講
師　

中
村　

彰　

氏

○
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

○
一
時
保
育　

無
料

　

満
1
歳
か
ら
小
学
3
年
生
ま
で

※
一
時
保
育
の
申
込
期
限
11
月
19
日

○
申
込
方
法

　

①
氏
名
・
年
齢
②
電
話
番
号
、
一

時
保
育
希
望
の
方
は
③
お
子
さ
ん
の

氏
名
・
年
齢
④
住
所
を
次
の
い
ず
れ

か
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
長
公
室
（
内
線
１
１
８
）

　

 　

63
‐
５
２
２
９

　

E-m
ail

：koushitsu@
city.iw

ade.

　

lg.jp FAX

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

聴
覚
障
害
者
の
人
権
を
守
っ
て
き

た
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
創
立
60
周

年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
初
の
映

画
、
手
話
で
織
り
成
す
、
幾
つ
も
の

世
代
を
つ
な
ぐ
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス

ト
ー
リ
ー
「
ゆ
ず
り
葉
・
君
も
ま
た

次
の
君
へ
」
を
左
記
の
と
お
り
上
映

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
4
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

＊
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
１
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

有効期限が迫っております！
　いわでプレミアム商品券の有効期限は平成27

年12月31日（木）までとなっております。

　有効期限を過ぎたものは無効となります。

　ご利用はお早めに！

　　　　　　　　問　岩出市商工会☎62‐7111

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

「
ま
た
き
亭
い
っ
ぱ
い
さ

ん
の
落
語
＆
座
談
会
」

○
日
時　

11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階　

視
聴
覚
教
室

○
講
師　

ま
た
き
亭
い
っ
ぱ
い
さ
ん

　

村
上
貴
栄
さ
ん
（
関
西
医
科
大
学

　

附
属
滝
井
病
院　

精
神
保
健
福
祉

　

士
）

※
入
場
無
料
（
先
着
順
）

　

ま
た
、
広
が
れ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
な
ん
で
も
ご
自
慢
い
っ
て
ん

展
」
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

広
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　

麦
の
里　

紀
の
川
生
活
支
援
セ
ン

　

タ
ー
☎
78
‐
２
８
０
８

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、「
産
業
競
争
力
強

化
法
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
創
業
を

促
進
す
る
た
め
「
創
業
支
援
事
業
計

画
」
の
認
定
を
受
け
、
創
業
者
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
起
業
・
開
業
、
新
分
野

へ
進
出
す
る
第
二
創
業
（
既
に
事
業

を
営
ん
で
い
る
事
業
所
の
後
継
者
等

が
業
態
転
換
や
新
規
事
業
に
進
出
）

等
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

地
域
活
性
化
・
雇
用
の
確
保
を
目
指

し
、
創
業
に
向
け
て
の
実
践
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
や
事
業
経
営
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
『
創
業
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し

ま
す
。

○
実
施
内
容

  

創
業
に
必
須
と
な
る
「
経
営
、
財

務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
」
の
４

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
専
門
家
に

よ
る
講
義
（
１
か
月
以
上
に
わ
た

り
、
全
８
コ
マ
（
１
コ
マ
２
時
間
））

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
１

コ
マ
以
上
受
講
す
る
と
「
特
定
創
業

支
援
事
業
」
を
受
け
た
者
と
し
て
、

創
業
時
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る

証
明
書
を
岩
出
市
が
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者　
　

　

岩
出
市
内
で
創
業
（
第
二
創
業
を

含
む
）
を
目
指
し
て
い
る
方
、
創
業

後
５
年
未
満
の
方

○
受
講
料　

無
料

※
な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
平
成
28

年
１
月
中
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
申
し
込
み
方
法
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
12
月
号

ま
た
は
、
岩
出
市
商
工
会
・
岩
出
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問　

岩
出
市
商
工
会

　
　

☎
62
‐
７
１
１
１

　
　
　

62
‐
６
１
４
３　

FAX

○
日
時　

11
月
21
日
（
土
）　

　

午
後
2
時
～
4
時
（
予
定
）

○
場
所　

岩
出
市
立
総
合
体
育
館　

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

○
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど

　

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
障
害

　

者
優
先
席
を
設
け
ま
す
。

○
演
題　

岩
出
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

創
立
30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト　

　
「
輝
く
未
来
へ
“
響
”
」

○
出
演　

那
賀
高
等
学
校
、
岩
出
中

　

学
校
、
岩
出
第
二
中
学
校
の
各
吹

　

奏
楽
部

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問　

岩
出
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

　

局
☎
62
‐
０
８
３
８　

　
（
水
・
木
・
金
曜
日
）

三
校
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
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大
会
結
果

農
業
委
員
会
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル

○
岩
出
根
来
イ
ン
タ
ー
開
通
に
伴
う

　

交
通
事
故
発
生
！

　

9
月
12
日
の
京
奈
和
道
路
・
岩
出

根
来
イ
ン
タ
ー
開
通
に
伴
い
、
周
辺

道
路
の
交
通
量
が
大
幅
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
か
け
て
更

な
る
交
通
量
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま

す
。

①
い
つ
も
の
道
で
も
油
断
し
な
い
！

②
道
路
環
境
の
変
化
に
要
注
意
！

③
慣
れ
な
い
遠
出
は
、
十
分
な
余
裕

を
！

お
知
ら
せ

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
申
請
受
付
が

修
了
し
ま
す

　

岩
出
市
の
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
の
申
請
受
付
期
限
は
、

12
月
2
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
申
請

書
を
受
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
郵

送
の
場
合
は
同
日
必
着
で
す
。

　

支
給
要
件
等
詳
し
く
は
、
岩
出
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
受
付
期

限
は
平
成
28
年
2
月
17
日
（
水
）
で

す
。（
同
日
必
着
）

問　

福
祉
課  

臨
時
給
付
金
係

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐

　

１
１
９
２
‐
５
９

　
（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/　

　

ja/rinji-kyufu.htm
l　

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
を

農
地
の
有
効
利
用
を
呼
び
か
け
る
強

調
月
間
と
し
て
定
め
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
地
の
耕
作
放
棄
を
し
ま
す
と
雑

草
が
生
い
茂
り
、
病
害
虫
の
発
生
や

ご
み
等
の
不
法
投
棄
や
枯
れ
草
の
火

災
な
ど
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
農
地
所
有
者
の
方
は
、
適
切
な

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
農
地

に
関
す
る
こ
と
で
疑
問
や
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
委
員
会
（
内
線
２
３
１
）

平
成
27
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
実
施

　
『
無
防
備
な　

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ
』

○
期
間

　

11
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）

の
７
日
間

○
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

○
住
宅
防
火　

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
家
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　

る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。

問　

総
務
課  

危
機
管
理
係

　
　
（
内
線
１
２
２
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
に
注
意

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
】

　

早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
】

　

明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
！

　

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い

社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
安
全
運
転
管
理
者
」
を
選
任
し

て
い
ま
す
か
？

　

自
動
車
の
使
用
者
は
、
使
用
し
て

い
る
自
動
車
の
台
数
に
応
じ
て
、
安

全
運
転
管
理
者
を
選
任
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

届
出
の
必
要
性
や
方
法
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

岩
出
警
察
署  

交
通
課

　
　

☎
63
‐
０
１
１
０

○
日
時　

8
月
23
日
（
日
）

○
場
所　

紀
の
川
市
貴
志
川
体
育
館

▽
男
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

第
33
回
和
歌
山
県
中
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

8
月
30
日
（
日
）

○
場
所　

上
富
田
町　

朝
来
小
学
校

▽
男
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

市
橋
卓
・
原
啓
斗

３
位　

門
田
和
真
・
関
野
竜
雅

▽
女
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

原
愛
実
・
宮
本
真
帆

▽
シ
ン
グ
ル

３
位　

原
愛
実

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

２
位　

山
本
遥
希　
　

他
１
名

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
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緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

11月の休園日

   

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

８
月
定
例
大
会

くらしの情報

○
日
時　

９
月
11
日(

金)

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

▽
男
子
の
部　
（
44
名
参
加
）

１
位　

上
崎
幸
次

２
位　

新
舎
三
扶

３
位　

大
槻
光
宜

▽
女
子
の
部　
（
31
名
参
加
）

１
位　

藤
澤
和
代

２
位　

門
川
エ
ツ
子

３
位　

大
西
美
智
子

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催

第
35
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
市
民

交
流
大
会

○
日
時　

８
月
27
日
（
木
）

○
場
所　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

大
島
瞭
子
・
浜
野
幸
雄

　
　
　

・
上
野
滿
智
子

２
位　

西
川
勝
美
・
藤
田
妙
子

　
　
　

・
福
田
守

３
位　

吉
田
訓
士
・
武
田
弘

　
　
　

・
吉
田
福
子

＊
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
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【ほのぼのスイーツフェスタ】
○日時　11月22日（日）　午前9時～午後4時　（雨天時、翌日に順延）

　行楽の秋、いろいろな美味しいスイーツを楽しみながら、のんびりと過ごしてみませんか？

　秋空の下、野外に椅子やテーブルを並べ、様々なスイーツ店やワークショップでのお買い物を楽しんでいただけ

るイベントを開催します。

　慌ただしい日常をほんの少しだけ忘れさせてくれる、カフェのようなピクニックのような、和やかなイベントで

す。

【展 示 会】 　開催時間は午前 9 時～午後 5 時（最終日は午後 4 時 30 分まで）一部即売あり
11月7日（土）、8日（日） 古典植物展、山草展

11月14日（土）、15日（日） 第48回寒らん展、野生ラン展

11月28日（土）、29日（日） 寒らん遅咲き展

建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

◎安全安心な生活を送るために…

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問
い合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　都市計画課（内線 225）

無料！！
対象住宅：昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅
　　　　　２階建て以下、延床面積 200㎡以下

  4 日（水）、10 日（火）

17 日（火）、24 日（火）
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問　 保健推進課☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 27 年 7 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

16 日（月）・17 日（火）

■ 7 か月児（平成 27 年 4 月生）
24 日（火）・25 日（水）

■ 1 歳 8 か月児（平成 26 年 3 月生）
10 日（火）・ 11 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児（平成 24 年 4 月生）
13 日（金）・20 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児（平成 26 年 12 月生）
10 日（火）・ 11 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児（平成 25 年 4 月生）
13 日（金）・20 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）
 9 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

11月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

12 月 対         象 あそび 定員

 18 日（金）

 

２歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生

～平成 25 年 4 月 1 日生）

クリスマス会

20 組

１歳児

（平成 25 年 4 月 2 日生

～平成 26 年 4 月 1 日生）

20 組

0 歳児

（平成 26 年 4 月 2 日以

降に生）

20 組
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○
受
付
開
始
日

・
0
歳
児
︙
11
月
11
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
11
月
12
日
（
木
）
～　

・
2
歳
児
︙
11
月
13
日
（
金
）
～　

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

子
育
て
講
座

○
テ
ー
マ　
「
乳
幼
児
（
3
歳
ま
で
）

　

の
子
ど
も
の
発
達
に
あ
っ
た
子
育

　

て
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

○
日
時　

11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

視
聴
覚
室

○
講
師　

発
達
相
談
員

　
　
　
　

奥お
く
で出　

久く

み実　

氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

　
（
１
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り
）
※

　

参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
4
日

前向き子育てプログラム

○日時　12月7日（月）、12月14日（月）、12月21日（月）、12月28日（月）、

　　　　平成28年1月18日（月）　午前10時～正午

○場所　総合保健福祉センター（岩出市金池92）

○対象　子どもをお持ちの全ての親（原則、全日程に参加していただける方）

○講師　家
いえもと

本　めぐみ　氏　（トリプルＰジャパン理事スーパーバイザー）

○費用　無料　　　○定員　10～13名　　○保育　有り（10名まで）

○申 込 方 法　申込用紙に、必要事項（お名前、ご住所、電話番号、E-mail、お子様

　の年齢・性別・保育の希望など）をご記入のうえ、岩出市役所子育て支援課に

　ご提出ください。

○申込期間　11 月 2 日（月）～ 11 月 20 日（金）

　（申し込み締め切り後、対象者に通知させていただきます。）

○主催　和歌山県

　　　　　　　　　　　　　　　問　子育て支援課　家庭児童係（内線337）

　
（
水
）
～
12
日
（
木
）
ま
で
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

親
子
で
運
動
遊
び

○
日
時　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

小
ホ
ー
ル

○
講
師　

小お
が
わ川　

陽よ
う
じ
ろ
う

二
郎　

氏

○
対
象　

２
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の

　
　
　
　

保
護
者

○
定
員　

15
組

※
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
9
日

（
月
）
～
13
日
（
金
）
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
61
‐
２
９
８
３

グループワーク参加者募集！

ベビーサイン

○日時　12 月 9 日（水）

　　　　午前 10 時～ 11 時

○場所　総合保健福祉センター

　　　　2 階　和室　　

○講師　杉
すぎやま

山　江
え り こ

里子　氏　

○対象　6 か月～ 1 歳半

○定員　15 組

※ 参 加 希 望 さ れ る 方 は 11 月

18 日（水）～お申し込みくだ

さい。（先着順）　　　　　

問　地域子育て支援センター　

　　☎ 61 ‐ 2983
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相談 日時 場所 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

10日（火）・17日（火）
午後1時～4時

市役所2階　第4会議室 　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

11日（水）・25日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
18日（水）
午後1時～4時

上岩出地区公民館　第一会議室
　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
10日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
　人権問題ではないだろうかと感じ
たときは、気軽にご相談ください。人
権擁護委員が相談に応じます。　

福祉課人権啓発

係（内線321）

教育相談
月～金
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎北小学校・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出第二中学校
○適応指導教室「フレンド」
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・適応指導教室 
☎62-0892

・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

子育て相談

月～金
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808毎週木曜日

午後2時～4時
公立那賀病院

健康相談
毎週月曜
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

ふれあい専門
相談

毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・刑事・
行政・労働問題など

社会福祉協議会

☎63-3246
ふれあいなん
でも相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困11
月

くらしの情報
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 281・282）

青少年健全育成 コーナー

PB

　社会環境の変化に伴う、人間関係の希薄化やモラルの低下などを背景に、少年非行の問題、いじめの問題、児童虐

待や子どもが被害者となる事件等の発生、また有害情報の氾濫など、子ども・若者を取り巻く状況が依然として危惧

されています。これらの課題に対応し、子ども・若者の健やかな育成のための取組を着実に図る必要があります。

　このため、11 月を全国的に「子ども・若者育成支援強調月間」と定め、事業や活動を集中的に実施し、広く理解

を深めるとともに、各種活動への積極的な参加をお願いし、一層の充実と定着を図ります。

2015・11　広報いわで　　22

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

11 月は、「子ども・若者育成支援強調月間」です！

【岩出市青少年育成市民会議の 11 月実施予定の事業】

・育成だより発行（全戸配布）　　　　　　　　　

・絆ポスター展示（岩出市文化祭にて）

・小学校区別懇談会　　　　　　　　　　　　　　

・スポレクフェスタ

『スポレクフェスタ』を開催します！

　青少年や大人が個々の体力や年齢に応じたスポーツレクリエーション活動を楽しみ、出会いやふれあいを通し

て参加の喜びを分かち合い、地域全体の力を深めることを目的に開催します。

○日時　11 月 23 日（月・祝）

　　　　午後１時～

○場所　岩出市立市民総合体育館

○プログラム
　　　・玉入れ（校区別対抗）

　　　・綱引き（校区別対抗）準決勝まで

　　　・綱引き（中学生以上対抗）

　　　・ドリブルリレー（グループ対抗）

　　　・GO ！ GO ！ GO ！

　　　・綱引き決勝

　　　・ドリブルリレー決勝

　　　・ビンゴゲーム

　※体育館シューズをお持ちください。
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ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

（発表当時の学年です）
岩出第二中学校 3 年

宮
みやした

下　純
あやか

和 8/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　
「
こ
の
子
、
ほ
ん
ま
に
お
姉
ち
ゃ

ん
に
似
と
る
ね
。」

そ
れ
が
、
私
が
聞
い
た
最
後
の
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
だ
っ
た
。

　

一
昨
年
、
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
亡
く
な
っ
た
。
本
当
に
突
然
の

こ
と
だ
っ
た
。
私
達
が
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
を
訪
ね
る
と
、
ひ
い
お

ば
あ
ち
ぁ
ん
は
い
つ
も
、
机
に
煎
餅

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
だ
し
、「
好
き

な
だ
け
た
べ
て
ね
。」
と
言
っ
て
く

れ
た
。
そ
ん
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
元
気
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

会
い
に
行
っ
た
三
日
後
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
る

三
日
前
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い

つ
も
の
よ
う
に
お
菓
子
を
だ
し
て
、

た
く
さ
ん
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ず
っ
と
笑
顔

だ
っ
た
。帰
る
時
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
私
の
頭
を
な
で
な
が
ら
「
こ
の

子
、
ほ
ん
ま
に
お
姉
ち
ゃ
ん
に
似
と

る
ね
。」
と
笑
顔
で
言
っ
た
。
そ
う

言
っ
た
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
な

ん
だ
か
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
お
姉

ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
私
の
父
の
姉
で

あ
る
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
う
れ

し
そ
う
な
顔
を
見
て
、
私
も
う
れ
し

く
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
三
日
後
。
元
気
な
く
、

暗
い
顔
を
し
た
母
が
仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
て
、
私
と
妹
、
弟
は
、「
お
か

え
り
ー
。
ど
う
し
た
ん
。
何
か
あ
っ

た
ん
。」
と
言
っ
た
。
す
る
と
母
は

静
か
に
言
っ
た
。「
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
亡
く
な
っ
た
ん
や
っ
て
。」
妹

と
弟
の
顔
か
ら
明
る
さ
が
消
え
た
。

涙
も
ろ
い
母
は
、
そ
の
ま
ま
玄
関
に

く
ず
れ
お
ち
て
、
静
か
に
泣
い
て
い

た
。

　

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
日
前
、

あ
ん
な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
。
目
に

た
ま
っ
て
い
た
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
怖

い
。
人
間
っ
て
こ
ん
な
急
に
な
ん
の

前
触
れ
も
な
く
死
ぬ
の
か
、
と
思
っ

た
。
も
し
前
ぶ
れ
が
あ
っ
た
な
ら
、

あ
り
が
と
う
っ
て
何
度
も
伝
え
た
の

に
。
そ
う
思
う
と
、
寂
し
さ
と
無

念
さ
と
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
ま
ざ
り

あ
っ
て
、
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
私
は
他
の
動
物
の
命
も
大
切

に
し
た
い
な
と
思
っ
た
。
犬
で
も
ラ

イ
オ
ン
で
も
虫
で
も
。
命
は
、
い
つ

終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
誰
も
が
い

つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
今
を

生
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
誰
の
命
も

今
を
生
き
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
な
の

だ
。
だ
か
ら
、
自
殺
と
い
う
道
を
選

ん
で
は
い
け
な
い
。
そ
れ
に
、
そ
の

道
に
つ
な
が
る
い
じ
め
と
い
う
行

為
を
許
し
て
は
い
け
な
い
。
最
近

で
は
、
い
じ
め
が
原
因
の
自
殺
が

ニ
ュ
ー
ス
で
た
く
さ
ん
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
て
、
い
じ
め
を
し
た
誰
も
が

遊
び
だ
っ
た
。
い
じ
め
の
つ
も
り
は

な
か
っ
た
と
話
す
が
、
被
害
者
に

と
っ
て
は
自
殺
す
る
ほ
ど
心
が
傷
つ

く
こ
と
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。
病
気
で
亡
く

な
っ
た
り
、
突
然
亡
く
な
っ
た
り
し

て
も
他
の
人
は
悲
し
む
が
、
い
じ
め

が
原
因
の
自
殺
を
し
た
人
の
周
り
の

人
は
、
き
っ
と
悲
し
い
だ
け
で
は
な

い
は
ず
だ
。
い
じ
め
は
も
ち
ろ
ん
最

低
な
こ
と
だ
が
、
自
殺
と
い
う
死
に

方
ほ
ど
残
酷
な
も
の
は
な
い
。
だ
か

ら
、
辛
か
っ
た
ら
、
家
族
、
友
達
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
勇
気

を
だ
し
て
相
談
し
て
ほ
し
い
。
人
に

心
配
さ
れ
る
の
が
嫌
だ
か
ら
と
い
う

の
は
お
い
と
い
て
、
と
り
あ
え
ず
相

談
し
て
ほ
し
い
。
誰
か
が
き
っ
と
手

を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る
。
き
っ
と
辛

さ
が
少
し
で
も
消
え
る
だ
ろ
う
し
、

す
く
な
く
と
も
何
も
し
な
い
ま
ま
死

ぬ
よ
り
ま
し
だ
と
思
う
。
何
も
し
な

い
ま
ま
死
ん
だ
ら
、
自
分
も
辛
い
人

生
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
し
、
周
り
の

人
が
き
っ
と
悲
し
む
。
だ
か
ら
ど
ん

な
に
苦
し
く
て
も
、
い
つ
か
幸
せ
な

瞬
間
が
く
る
ま
で
生
き
て
い
て
ほ
し

い
。

　

命
は
い
ず
れ
終
わ
る
も
の
で
、
だ

か
ら
こ
そ
生
き
て
い
る
間
を
ど
れ
だ

け
楽
し
め
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
自

分
が
死
ぬ
時
に
泣
い
て
く
れ
る
人
を

生
き
て
い
る
間
に
ど
れ
だ
け
た
く
さ

ん
作
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
今
あ

る
自
分
の
命
を
大
切
に
し
、
周
り
の

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
生
き
て

い
る
私
た
ち
の
使
命
な
の
だ
と
、
私

は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
死
か
ら
考

え
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
。

死
か
ら
学
ん
だ
こ
と

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
い
わ
で
10
月
号
へ
掲
載
し
ま

し
た
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作

文
の
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
、「
自
分
に
で
き

る
こ
と
」
で
す
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。　
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

日 土金木水火月 日 土金木水火月図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

11月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤ等の視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

中高生ビブリオバトル in 岩出

○図書館ボランティアによるおはなし会
1 日（日）・8 日（日）・・・「おはなしドロップス」

15 日（日）・22 日（日）・・・「おはなしのとびら」

29 日（日）・・・「英語でおはなし会」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
28 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室

28 日（土）・・・「おはなしパレット」

展示コーナー

○期間　11 月 29 日（日）まで

○場所　岩出図書館　展示コーナー

　中学・高校生がポップを作成した本や、図書館ス

タッフがおすすめする本を展示します。おすすめ本

ばかりですので、ぜひ読んでみてください。

11 月のおはなし会

図書館 DVD 上映会

●くるみ割り人形（80 分）
　大切なくるみ割り人形をネズミに奪われた 14 歳

の少女・クララは、ネズミを追って人形の国に迷い

込む。そこには、ふたつ頭の白ネズミの女王に呪い

をかけられ、眠ったままのお姫様がおり…。

声の出演：有村 架純　松坂 桃李　ほか　

○日時　11 月 21 日（土）

　　　　開場　　午後 1 時 45 分　　　　　

　　　　開演　　午後 2 時

○場所　岩出図書館　大会議室　（先着 100 名）

複　製　画　展

○期間　11 月 29 日 ( 日 ) まで

○場所　岩出図書館　展示コーナー

　

　岩出図書館所蔵の複製画を展示します。ぜひご覧

いただき、“ 芸術の秋 ” をお楽しみください。

○場所　岩出図書館　大会議室　　

○対象　どなたでも（定員 100 名）　　

○申込　岩出図書館カウンターまたは電話でお申し込みください。

　ビブリオバトルとは、発表者（バトラー）がおすすめの本の魅力を５分間で紹介し合い、参加者
全員で「一番読みたくなった本」（チャンプ本）を投票で決める書評ゲームです。ビブリオバトル
を観戦していろいろな本や人との出会いを楽しんでみませんか？

○日時　11 月 15 日（日）　午後２時から
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パ
シャ話題 写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込む

と、動画が再生できます。動画が再生され
ない場合は、市ウェブサイトからご覧くだ
さい。

精一杯頑張りました
第 10 回記念岩出市民運動会を開催！ 10／12
　10 月 12 日（体育の日）大宮緑地総合運動公園に

おいて、第 10 回記念岩出市民運動会が盛大に開催さ

れました。

　運動会演技種目はもちろんアトラクションとして実

施いたしましたペタンク＆グラウンドゴルフ大会等に

も、市民の皆さま方に多数ご参加をいただき誠にあり

がとうございました。

　各種目の結果については、市ウェブサイトをご覧

ください。

大きく育った稲を刈ろう

　この体験には、子どもから大人までたくさんの方が参

加し、一生懸命稲刈りをしました。その後、ラベル作り

が行われ、皆さん思い思いに描かれていました。

地元酒蔵主催の稲刈り体験が行われました 9／12
獅子舞にびっくり！

　大宮神社では、毎年恒例のよみさし祭りが開催されま

した。獅子舞の練り歩きや御榊を担いだ本隊

が東西に分かれて走りました。

大宮神社にてよみさし祭が開催されました 10／3
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